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【File No.　　 大円寺ハナノキ だいえんじはなのき 　岩村町富田】

　恵那市の木として知られるハナノキだが、大円寺弘法堂に
接する山林中にあるのは雌木。この一帯は、くぼ地・湿地で
ハナノキの自生に適している。樹齢２００年ほどで、スギや
ヒノキと竹林の中で競って育ったためか、その径９０㌢の大
木は、地上６㍍まで全く枝がなく、樹高約３０㍍に及び、他
に抜きんでている。近在ではその開花（４月上中旬）を愛で

木々の間から見える紅葉するハナノキ

るとともに農事の目安とされてきた。
　開花、受精しためしべは日に日に成長し、1 カ月余り後の
５月末には早くも熟す。このことは氷河期の寒冷を耐えた証
拠だろうか。その翅

し

果
か

（トンボ）は風に乗って飛び、適湿地
に落ちて陽春（５月上旬）を待って発芽する。

ハナノキがある大円寺跡は、美濃国遠山荘の地頭遠山氏の菩提寺で、南北朝時代の建武２
（１３３５）年から戦国時代末期の元亀３（１５７２）年まで美濃国恵那郡に存在した臨済宗妙心
寺の大寺院であり、恵那市指定史跡となっている。
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